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グーテンベルクと聖書グーテンベルクと聖書  

 
                                       梅花女子大学学長    中村元保      
  

   私が梅花女子大学に勤めるようになってしばらくたった或る日のこと、図書館２

階の書庫の柱に、「遠藤トモ先生の御寄贈」と説明のついたグーテンベルク聖書の額

がかかっているのに気づいた。それは「ヨハネによる福音書」の冒頭の部分で、私が

若い頃に入手したのとまったく同じものなので、当時のことがなつかしく思い出さ

れた。 

 活版印刷の発明者と言われているヨハネス・グーテンベルクは生年が不詳で、

1397年から1400年までの間にドイツ中西部の都市マインツに高級官吏の息子と

して生まれた。私は1968年から69年にかけて約1年間マインツに滞在し、彼の名を

冠したヨハネス・グーテンベルク大学マインツに通った。このマインツの中心部に

グーテンベルク博物館があり、私が滞在していたころには、その地下の展示室に彼の

発明した印刷機を中心に当時の彼の印刷作業場が復元され、実演も行われていた。丁

度このころに遠藤先生もこの博物館を訪問されたとお聞きした。 

 グーテンベルクは1434年ごろシュトラースブルクに移り住み、そのころから金

属製の活字による印刷技術の開発に精力的に取り組んだ。やがて1448年ごろまで

にマインツに戻った彼は、生計を立てる手段として金銀細工や手鏡の製作を行った

が、引き続き活版印刷術の完成を目指して努力した。1450年、彼はマインツの銀行

家ヨーハン・フストから多額の借金をして、鉛、錫、アンチモン、少量のビスマスを

混ぜた合金の可動式金属活字を完成させた。彼は活字を同じ大きさ、同じ長さで、欲

しいだけの数を造ることのできる鋳造技術を開発したのである。さらに彼は新しい

油性の印刷用インクを導入した上、プレス式の印刷機を考案した。その際彼にとって

重要なヒントとなったのは、マインツから南北にのびるライン地方で古くからワイ

ン製造に使われているブドウ圧搾機であったと言われている。 

 グーテンベルクの発明したこの活版印刷術によって、1452年から55年にかけて

ラテン語の「42行聖書」、いわゆるグーテンベルク聖書が印刷された。はじめ彼は

｢36行聖書｣を計画していたらしいが、活字を一層小さくすることに成功したので、

「42行聖書」が可能になったと言われている。最初の印刷部数は約180部で、現存

するのは紙製が35部、羊皮紙製が12部、その一部がグーテンベルク博物館に展示さ

れている。 

 その後グーテンベルクは借り入れた資金の返済ができず、1455年以降事業はフ

ストの手に移り、グーテンベルクの弟子ペーター・シェファーとフストの共同事業と

して聖書の印刷が続けられた。グーテンベルクは失意と貧困のうちに1468年に歿

した。復元された彼の印刷機で手漉きの紙に印刷された聖書の一部を博物館で手に

入れることができる。当時の代表的なゴシック体の活字を

用いたもので、イニシャルの部分は手書きである。取り出し

て見るたびに、その美しさと迫力に圧倒されて、読むという

より眺めて終わってしまうのが残念である。本学の図書館

がこの｢42行聖書｣全体を複製で蔵していることは言うま

でもない。 
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④ NDL-OPAC 

    国立国会図書館（NDL）が昨秋から公開している 

オンライン蔵書目録です。図書の他に雑誌記事索引、 

博士論文、電子資料、古典籍資料などの目録が収録 

されています。 

① DNA (Digital News Archives)（館内専用端末のみ）                                      

   朝日新聞が提供する記事データベースで、 １９８４ 

年８月以降の記事が検索できます。その日の朝刊に掲 

載された記事までが検索対象になります。「AERA」 

の記事も創刊号から検索できます。             

③ NACSIS-IR (ナクシス アイアール)（学内のみ）               

    国立情報学研究所が提供する文献、学術情報オン 

ラインデータベース。日本の各種文献データベースが 

含まれており、広範囲に検索できます。参考にしたい 

論文を探す時に便利です。 

 ② Magazine Plus（学内のみ） 

    国内最大規模の雑誌・論文索引データベースです。 

詳細画面に[梅花女子大・短大OPAC] と表示されてい 

れば本学OPACの所蔵画面にジャンプして所在を確認 

することができます。 

OOxxffoorrdd  RReeffeerreennccee  OOnnlliinnee  
昨年導入したOxford Reference Online は、これまでにオックスフォード大学出版局から刊行された１００種類の辞書や

事典を横断的に検索できるデータベースです。見出し語は２００万語以上あり、収録分野は人文科学、社会科学から自然科学、

医学まで広範囲に及んでいます。図書館のホームページからアクセスできますが、利用は学内に限られています。 

 

＜メイン画面＞ 

その他のオンラインその他のオンライン  データベースデータベース  
     Oxford Reference Online 以外のデータベースをご紹介します。 

便利な機能 
      ＊検索を行った後、画面上部の ‘LINKS’ をクリックすると関連する外部ウェブサイトのリンク集にアクセスできます。    

  ＊ブラウザーにOxford Reference Onlineを加えると他のウェブサイトを利用している時に気になった言葉をすぐに検   

   索することができます。 

Quick Search - 最も手早い検索です。検索語を入

力して ’GO’ をクリックすると検索結果が表示さ

れます。水色で表示された部分をクリックすると説

明画面に移ります。説明文に含まれている関連語彙

や人物など、文字が水色になっているものにはさら

にクロスレファレンスが張られています。画面左下

には ’Email this entry’ というボタンが設けられ

ており、説明文をその場ですぐに送信することもで

きます。 

また、検索結果画面には各々の見出し語を掲載して

いる辞事典名および分野名がひと目で分るように表

示されています。画面の左欄には分野別のヒット件

数が表示され、分野を指定すると関連する辞書を絞

り込むことができます。 

 

Advanced Search - 詳細な検索を行う時に便利で

す。３種類の検索方式から１つを指定することがで

きます。 

 

Search within a subject - 検索する分野があらか

じめ決まっている場合に利用します。 

利用について 
 上記①は図書館の新聞展示架付近の専用端末（3Fメインカウンター正面）から利用して下さい。②、③、④はインター

ネットで図書館のホームページからアクセスできます。                     （松岡 世利子） 
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2F配置図 

図書館の使い方図書館の使い方--雑誌編雑誌編-- 
     本学図書館での雑誌の配架についてご説明します。雑誌は、発行からの経過日数、利用頻度、形態などを考慮して
配置しています。先に紹介したオンライン・データベース等で検索した雑誌を探す際、参考にして下さい。 

新刊の雑誌を主題別に

展示。 

 

 

新着の紀要も随時展

示。こちらは、展示後

すぐに2F電動書架に

配架。 
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ＤＮＡ 

その他の配架場所 
 1F 利用頻度の少ない雑誌のバックナンバーがあります。 

 5Fマイクロ資料室 雑誌のマイクロフィルム版があります。 

 6F特別書庫 1950年以前に発行された児童雑誌などがあります。 

 利用希望の方は3Fメインカウンターへお申し込みください。                         



Page 4 

Baika Library Times 

図書館ガイダンス・スケジュール図書館ガイダンス・スケジュール  

図書館ガイダンス ① 

  

  

 館員が、皆さんと一緒に図書館内を一巡しながら、

館内の施設の案内、利用方法について説明します。 

・実施期間：４月５日（土）、 

      ５月13日（火）～15日（木） 

・実施時間：所要時間３０分 ５回／１日 

            9:00～、10:40～、12:10～、 

           13:00～、14:40～ 

 ＊４月５日は午後のみです。 

・集合場所：３階メインカウンター前 

図書館ツアー 

 図書館ガイダンス ② 

  

 

  
 

 本学が所蔵する資料を探すためには、蔵書目録を検

索する必要があります。本学の蔵書検索システムには

「Bai-Lines（バイラインズ）」というニックネームが

付いています。コンピューターをつかって、タイトル

や著者名、調べたいテーマ等から検索することができ

ます。  

 当説明会では、端末機の操作方法・検索の仕方等

OPACの使い方の基本をマスターできます。求める資

料を効率よく探せるようになるために、是非参加して

下さい。 

 「検索の手引き」も配布します。 

・実施期間：５月19日（月）～２3日（金） 

・実施時間：第１回 １０：４０～１１：２５ 

      第２回 １２：１０～１２：５５ 

      第３回 １３：００～１３：４５ 

・実施場所：３階ＯＰＡＣコーナー 

Bai-Lines（ＯＰＡＣ=オーパック） 

   蔵書検索システムの使い方説明会 

図書館ガイダンス ③  

  

 卒業論文やレポート作成は、先ずそのテーマに
関する文献を集めることから始まります。当説明会

では、Bai-Lis（図書館利用案内システム）を使っ

て、資料の配架場所の案内、NDC（日本十進分類

法）等の説明をし、冊子体の書誌・目録類（二次資

料）を使って、図書・雑誌論文・新聞記事等の文

献・情報を探す方法を説明します。 

 また、本学図書館にない資料の入手方法について

も説明します。 

・実施期間：6月3日（火）～5日（木） 

・実施時間：１３：００～１４：３０ 

・実施場所：マルチメディア閲覧コーナー 

文献・情報の探し方 入門編 

図書館ガイダンス ④ 

   

  

 電子資料の二次資料を中心に具体的な使い方の説

明をします。 

 インターネットの使い方・検索の仕方についても

説明します。 

 又、国立情報学研究所GeNii（p.7参照）につい

てもご紹介します。 

・実施期間：６月１0日（火）～12日（木） 

・実施時間：１３：００～１４：３０ 

・実施場所：マルチメディア閲覧コーナー 

文献・情報の探し方 電子資料編 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

５月  ６月  

赤文字は閉館日 

 本学図書館には、約30万冊の図書、2700タイトルの雑誌・紀要、200タイトルの電子資料等があります。また、マル

チメディア閲覧コーナーには、CD-ROM・DVD等の電子資料の閲覧やインターネットによる情報探索ができる端末（パ

ソコン）が１５台あります。これら図書館の資料・施設を有効に利用できるように、下記の日程で「図書館ガイダンス」

を開催します。この機会に効率よく資料・情報を利用できるようになって下さい。 

    ＊詳細は、ポスター、チラシ、図書館ホームページでご確認ください。 

    ＊申し込みは、すべて３階メインカウンターにて受付いたします。 

    ＊「図書館ツアー」のみ申し込み不要です。 
（カレンダーの色と各ガイダンスの色は対応しています）  

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30      



「豆本のいろいろ」 
 展示期間：4月2日～4月26日 

 

図書館６階展示コーナー 

20032003年度前期年度前期   図書館展示と講演会のお知らせ図書館展示と講演会のお知らせ  

「西行法師・鴨長明・兼好法師、そして軍記  

－中世文学の世界－」  
 展示期間：５月中旬～６月末 

解説講演会  
「『西行法師・鴨長明・兼好法師、そして軍記 －中世文学の世界－』に寄せて」 

お話：高橋喜一日本文学科教授   

平成１５年６月上旬、開催予定 

 お問い合わせ、講演会の申し込み：梅花女子大学･梅花短期大学 図書館メインカウンターまで 

   
 
梅花のあゆみ 

   －創立者澤山保羅生誕150年・学園創立125周年－ 
 

 

    

                            

    

          

                                                           展示時間：9：00 ～16：00 

                                                                              （閉室：土・日・祝）    

                                                           展示場所：澤山記念館資料展示ホール 

   1878(明治11)年、土佐堀裏町に自立した女性を教育する

目的をもって梅花女学校が誕生して、本年125周年を迎え

ました。 

   今回、学園資料室所蔵品を中心に公開展示しております。 

ゆっくりと学園の歴史の一端に触れてみてください。 

学園資料室展示 

創設期(1879)の土佐堀校舎 

 「豆本（まめほん）」は小型の本の総称。その大きさの定義はさまざま。当館では、縦横の

長さがともに１３cm以下の図書を「豆本」として扱っています。（少し大きめです） 

 「図書館資料としての豆本の整理・保存・利用には特別の工夫が必要」（『図書館用語辞

典』より）とあるように、当館でも普段皆さんが自由に手に取ってみることができないところ

に別置保管しています。 

 今回、所蔵しているものの中でも、特徴のある豆本を選び展示しました。 

「小さきものを愛でる」という人類共通の心理・感情をあなたも体験してみてください！ 
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貸出ランキング貸出ランキング  ベストベスト2200！（！（対象期間：対象期間：22000022年年44月～月～22000033年年11月末月末））  

図書 ＣＤ 

 貸出中の資料には予約をすることができます。パスワードをお持ちの方は、OPACの画面上からご自分で予約入力するこ 

とができます。パスワードをお持ちでない方は、資料名、資料IDをメモして3階メインカウンターにお申し込みください。 

その際、利用者証を必ずお持ちください。 

   人気のある資料は多くの方が予約を入れて待っています。必ず返却期限を守りましょう。       （岩 直子）        

 本学図書館でよく利用されている資料を、図書・CD別にランキングにしてまとめました。あなたが借りた資料はありま 

すか？また、借りてみたい資料はありますか？ 

順

位 
書名 ／ 著者名 

貸出 

回数 

１ バドミントン : カラーイラスト / 関一誠著 40 

２ 
シンデレラの子どもたち : 現代おとぎ話におけ

るヒロイン像の変遷 / 廉岡糸子著 
27 

３ 図解バドミントン入門 / 里見光徳著 23 

４ 
アルジャーノンに花束を 改訂版 / ダニエル・キ

イス著 ; 小尾芙佐訳 
21 

５ 
楽しいをつくる : やさしいレクリエーション実

践[本編] / 日本レクリエーション協会編 
18 

６ アメリカ・フェミニズムの社会史 / 有賀夏紀著 17 

６ 
ハリー・ポッターと賢者の石 / J. K. ローリン

グ作 ; 松岡佑子訳 
17 

６ 
音は心の中で音楽になる : 音楽心理学への招

待 / 谷口高士編著 
17 

９ イギリス / 小池滋監修 16 

９ 
子供の愛し方がわからない親たち : 児童虐待、

何が起こっているか、どうすべきか / 斎藤学著 
16 

９ 
ハリー・ポッターと秘密の部屋 / J. K. ローリ

ング作 ; 松岡佑子訳 
16 

12 模倣犯 : The copy cat 上 / 宮部みゆき著 15 

12 日本昔話ハンドブック / 稲田浩二,稲田和子編 15 

12 
ハリー・ポッターとアズカバンの囚人 / J. K. 

ローリング作 ; 松岡佑子訳 
15 

15 
図解コーチバドミントン : カラー版 / 相馬武美

著 
14 

15 模倣犯 : The copy cat 下 / 宮部みゆき著 14 

17 
バウム・テスト : 樹木画による人格診断法 / C.

コッホ著 ; 林勝造, 国吉政一, 一谷彊訳 
13 

17 子どもの虐待 : その実態と援助 / 津崎哲郎著 13 

17 カラフル / 森絵都著 13 

17 
不思議の国のアリス（岩波少年文庫） / ルイ
ス・キャロル作 ; 脇明子訳 

13 

順

位 
タイトル ／ アーティスト名 

貸出 

回数 

１ 
Mr.  Children 1992-1995 /  Mr. 

Children 
48 

２ 
Mr.  Children 1996-2000 /  Mr. 

Children 
42 

３ 自己ベスト!  / 小田和正 40 

４ Candlize / 矢井田瞳 38 

５ 
インソムニア ＝ Insomnia / 鬼束ち

ひろ 
37 

６ Perfect crime / Mai Kuraki 36 

６ 
Love lights  : sweet, romantic & 

emotional = ラヴ・ライツ 
36 

８ 
イマージュ : エモーショナル&リラク

シング 2 
33 

９ First love  / 宇多田ヒカル 32 

９ 
Love notes = ラヴ・ノーツ / The 

Gospellers 
32 

９ Gaining through losing / 平井堅 32 

12 The way we are / Chemistry 31 

12 Misia greatest hits / Misia 31 

14 
イマージュ : エモーショナル&リラク

シング[1]  
29 

15 I am ...  / 浜崎あゆみ 28 

16 Distance / Utada Hikaru 26 

17 
Themes from Calmi Cuori   Ap-

passionati / Enya 
25 

18 バラッド 3-1 / サザンオ-ルスタ-ズ 24 

18 ハイヌミカゼ / 元ちとせ 24 

20 バラッド 3-2 / サザンオ-ルスタ-ズ 23 

20 Deep river / Utada Hikaru 23 

（指定図書は除く） 



新収資料から  『映像100年史  日本の記録』 DVD全33巻 
  

  制作：毎日映画社、毎日EVRシステム、毎日放送 2001年 

  販売：ユニバーサルミュージック 

 （3階 マルチメディア閲覧コーナー：請求記号:DVDビデオ¦¦119～151） 

          

 日本の歴史を明治・大正・昭和・平成にかけ、様々な方面から捉えた映像の数々を

初めてDVDビデオ全33巻に収録。政治・経済・社会・トピックスを年代別に編集し、

海外の重要な出来事とタイアップする事によって、日本の歩みをより的確に伝えて

います。バックに流れている音楽もその当時の流行歌を採用しています。館外貸出が

できますので、ご家族といっしょにその当時を回想されてみてはいかがでしょう

か？ また、同時に刊行された豪華写真集『日本の記録 : 映像100年史』（請求記

号:210¦¦N71）もあります。                 （小山 玲子） 

■はじめに 
 国立情報学研究所（NII：National Institute of Infor-

matics）では、目録所在情報サービス（NACSIS-CAT・

ILL）、情報検索サービス（NACSIS-IR）、電子図書館

サービス（NACSIS-ELS）等のさまざまな事業を通じ

て、我が国の学術情報基盤の整備・流通促進に寄与されて

います。 

 その一層の推進のため、サービスごとに提供しているコ

ンテンツを統合するとともに、国内外の有用な学術情報資

源を連携させ、学術研究に必要な情報を総合的に利用でき

る環境を目標としたNII学術コンテンツ・ポータル

“GeNii” （ジーニイ：Global Environment for Net-

worked Intellectual Information）の構築を進めていま

す。 

GeNiiが昨年度中に公開したサービスについてご紹介し

ます。 

 

■CiNii（サイニイ：Citation Information by 

NII：NII引用文献ナビゲータ）＜試験公開中＞ 
検索した論文の文献書誌情報、引用情報（その文献が引

用している文献・その文献を引用している文献の情報）を

表示します。NACSIS-ELSの契約者であれば、ELSに収

録されている当該論文の情報、本文へリンクします。（本

学は「機関別定額制」（BLT第5号参照）の契約をしてい

ますが、ELSの契約をしていませんので、学内でも一部本

文を見ることができないものがあります。） 

当面は分野、件数、機能を限定して試験的に公開されて

います。順次、内容や機能が充実される予定です。 

 

■Webcat Plus（NII図書情報ナビゲータ） 
Webcatに比べ、日本語図書情報の検索機能を大幅に強

化（「連想検索機能」）されており、テーマに関する図書

を効率よく探せます。また、1986年以降に発行された日

本語図書については、目次・内容情報も見ることができま

す。Webcatと同様に大学図書館等の所蔵情報を見ること

ができます。 

当データベースは、全国の大学図書館等が共同で作成し

ている「目録所在情報データベース」の日本語の図書の

データと（株）トーハン等４社が著作権を有する図書情報

データベース「BOOK」のデータから構築されています。

毎週新しいデータが追加されます。これにより、図書館で

まだ購入されていない最新の図書から明治期以前に発行さ

れたような古い図書まで一括して検索できるという、日本

では他に類を見ない図書情報データベースとなっていま

す。 

現在検索できるのは、日本語の図書情報約250万件で

す。 

 

■大学Webサイト資源検索＜JuＮii（ジュニ

イ）：大学情報メタデータ・ポータル 試験公開

版＞ 
 国内の大学等が、インターネット上で発信している学術

情報資源（論文、電子教材、実験データ・統計データ、リ

ンク集、大学・学部・研究室等のホームページ等）を総合

的に検索することができます。 

 当データベースは、ロボット（インターネット上のWeb

サイトを自動的に巡回してデータを収集するソフトウェ

ア）が作成するのではなく、発信元の図書館等が検索に必

要なデータを登録し構築されるため、利用者にとっては、

学術情報について、ノイズの少ない、有益な情報を得るこ

とができます。３月17日現在約6万件のデータを蓄積。鋭

意データ登録作業中ですが、データ登録作業の進捗により

本データベース未収録のWebサイトもあります。 

 このサービスは、各大学の教職員等がインターネット上

に発信している学術情報資源のデータを図書館員等が登録

することによって成立するものです。教職員各位において

は、発信されている情報をお知らせくださいますよう、ご

協力をお願いいたします。 

（p.8へつづく） 

国立情報学研究所国立情報学研究所  

      学術コンテンツ・ポータル学術コンテンツ・ポータル”GeNii””GeNii”の新事業についての新事業について  



（ｐ.7よりつづき） 
 

■研究紀要ポータル 
 NACSIS-IRの「学術雑誌目次速報データベース」を機

能拡張したもので、国内の大学・研究機関等の発行する研

究紀要（学術刊行物）の論文を総合的に検索でき、一部本

文や抄録の表示ができます。所蔵館、当該雑誌の目次も確

認できます。 

 NIIでは、著作権処理の済んでいる国内の大学等が発行

する研究紀要の電子化、公開を支援しています。（現在

NII側でのデータ登録作業中のため、本学紀要はまだ見る

ことができません。） 

 

■おわりに 
GeNiiでは、ここで紹介したサービスの他にも様々な

サービスを行なっています。GeNii（http://ge.nii.ac.

jp/）にアクセスして、使ってみてください。いつでも、

どこからでもアクセスできます。 

各サービスの使い方の説明会も計画しています。説明会

に参加して紙媒体だけでなく、インターネット上に存在す

る情報の収集方法もマスターしてください。（ｐ．４「図

書館ガイダンス・スケジュール」参照） 

（安威 和世） 

〒567-8578 

大阪府茨木市宿久庄２－１９－５ 

図書館 

 電話 072-643-8498 

 Fax 072-643-1952 

 Email bLibrary@baika.ac.jp 

学園資料室  

   電話 ０72-643-8447 

 Fax  072-643-6385 

 Email shiryo@baika.ac.jp 

梅花女子大学・梅花短期大学 図書館 

（年2回刊 ４月,１０月） 

図書館ホームページ   
URL http://www.baika.ac.jp/̃lib 

 

      Baika Library TimesBaika Library Times  

  国立国会図書館国立国会図書館  

            登録利用者制度のご案内登録利用者制度のご案内  
 

 国立国会図書館では、「登録利用者制度」というサービス

を提供しています。登録利用者になると、以下のようなサー

ビスが受けられます。 

 

◆郵送複写サービス（平成１５年１月７日～） 
 国立国会図書館を訪問することなく、ご自宅や研究室か

らインターネットにより複写を申し込むことができます。  

 

◆取寄せサービス 
 東京本館に関西館の資料を、また、関西館に東京本館・

国際子ども図書館の資料を取り寄せ、閲覧することができ

ます。 

 

◆閲覧予約（関西館のみ） 
 関西館を利用したい場合、同館所蔵資料の閲覧を予約す

ることができます。 

 

◆各種手続きの簡素化 
 登録された氏名・住所等は、資料の閲覧や複写を申し込

む際に活用されます。従来紙の申込用紙に記入していた各

種手続きが、大幅に簡素化されます。 

 

 本学図書館で必要な資料が見つからなかった場合、他大

学図書館、国立国会図書館、その他専門情報機関との“相互

利用制度”により、資料の閲覧・複写・借用ができます。複

写に関して、今まではその申し込みと受け取りのために必

ず本学図書館を２回来館しなければなりませんでした。国

立国会図書館の“郵送複写サービス”開始により、「登録利

用者制度」に登録すれば、国立国会図書館の資料に限って複

写取り寄せを、自宅や研究室においてインターネットで申

し込むことができます。複写物は、登録した住所宛に郵送さ

れます。 
 従来の「図書館に来て手続きする」という手間が省ける

わけです。情報収集に役立つこの便利なサービスをフルに

活用して下さい。国立国会図書館登録利用者制度につい

て、詳しくは国立国会図書館のホームページ（http://

www.ndl.go.jp/）をご覧下さい。 

                    （岩 直子）                           


